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最難関問題集４上第２回 くわしい解説

応用問題A 1 (1)

右の図のように記号が書いてあるとします。

７ア×ウ＝５エ３ ですが，ウが６ならば，たとえアが９だとしても，７９×６＝４７４

となり，かけ算の答えが５００以上になることはありません。

よってウは７以上の数です。

また，７ア×ウ＝５エ３ ですが，もしウが８ならば，８の段の九九で一の位が３に

なることはありえないので，ウは８ではありません。

ウが９なら，たとえアが０だとしても，７０×９＝６３０ となり，かけ算の答えが５エ３のように，百の位が５

になることはありません。

よってウは７以上の数で，８ではなく９でもないのですから，ウは７になります。

すると，７×アの一の位が３であることから，アは９です。

７９×７＝５５３ ですから，エは５です。

イ×９の一の位は７ですから，イは３です。

７９×３＝２３７ ですから，オは３です。

右のひっ算のようになり，５＋７＝１２ ですから，カ＝２ です。

右のひっ算のように，すべての□にあてはまる数字がわかりました。
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応用問題A 1 (2)

右の図のように記号が書いてあるとします。

５４－サシ＝６ ですから，サシ＝５４－６＝４８ です。

また，６×エ＝サシ ですから，エ＝４８÷６＝８ です。

また，オ×８＝コ０ ですから，オ＝５，コ＝４ です。

さらに，クケ－４０＝５ ですから，クケ＝５＋４０＝４５ です。
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７×８＝カキ ですから，カキ＝５６です。

ア０－５６＝４ ですから，ア＝６ です。

また，イを下におろしたのが５，ウを下におろしたのが４です。

右のひっ算のように，すべての□にあてはまる数字がわかりました。
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最難関問題集４上第２回 くわしい解説

応用問題A 2 (1)

Ｃ＝１ ならば，Ａ×Ｃ＝Ｅ なので，Ａ×１＝Ｅ となり，Ａ＝Ｅ となりますが，ＡとＥは同じ数になってしま

うのでダメです。

Ｃ＝２ ならば，Ａ×Ｃ＝Ｅ なので，Ａ×２＝Ｅ となり，ＥはＡの２倍の数になります。

線分図で表すと，右の図のようになり，Ａを１山とすれば，Ｅは２山ぶんの数です。

このとき，３番目の式である 「 Ｅ－Ａ＝Ｂ 」において，ＢはＥからＡを引いた数で

すから，Ｂは２山ぶんから１山ぶんを引いた数になり，２山－１山＝１山になります。

Ａも１山，Ｂも１山になり，ＡとＢは同じ数になってしまうのでダメです。

Ｃ＝４ ならば，２番目の式である 「 Ｄ÷Ｃ＝Ｃ 」 から，Ｄ＝Ｃ×Ｃ＝４×４＝１６ となり，Ｄは９より大

きくなってしまうのでダメです。

Ｃが５以上の場合もダメなので，Ｃは３しかありえないことになります。

応用問題A 2 (2)

(1)で Ｃ＝３ とわかったので，１番目の式である 「 Ａ×Ｃ＝Ｅ 」 は，Ａ×３＝Ｅ となります。

もし Ａ＝１ なら Ｅ＝３ となり，ＣとＥが同じ数になってしまうのでダメです。

Ａ＝２ なら Ｅ＝Ａ×Ｃ＝２×３＝６ となりＯＫです。

Ａ＝３ なら，ＡとＣが同じ数になってしまうのでダメです。

Ａ＝４ なら，Ｅ＝Ａ×Ｃ＝４×３＝１２ となり，Ｅは９より大きくなってしまうのでダメです。

Ａが５以上の場合もダメなので，Ａは２しかありえず，そのときのＥは６になります。

また，２番目の式である 「 Ｄ÷Ｃ＝Ｃ 」から，Ｄ÷３＝３ となり，Ｄ＝３×３＝９ となります。

３番目の式である 「 Ｅ－Ａ＝Ｂ 」 において，Ｅは６でＡは２ですから，Ｂ＝Ｅ－Ａ＝６－２＝４ です。

これで，Ａ＝２，Ｂ＝４，Ｃ＝３，Ｄ＝９，Ｅ＝６ であることがわかりました。

(2)の問題では，Ｄ□Ｅ□Ｃ□Ｂ＝１４ ですから，９□６□３□４＝１４ となります。

９と６の間の□に「×」，６と３の間の□に「÷」を入れると，９×６÷３＝１８ となり，１８－４＝１４です

から，答えは ９×６÷ ３－ ４＝１４ となります。

Ａ

Ｅ
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最難関問題集４上第２回 くわしい解説

応用問題A 3 (1)

Ｂの箱は，「３をたして２でわる」という計算をする箱でした。

Ｂの入口にある数を入れたところ，「３をたして２でわる」という計算した結果，７が出てきたそうです。

よって，「３をたして２でわる」と，７になります。

「２でわる」前は，７×２＝１４だったはずです。

「３をたす」前は，１４－３＝１１ だったはずです。

よって，Ｂの入口に，１１を入れたことになります。

応用問題A 3 (2)

Ａの箱は，「３倍して２をたす」という計算をする箱でした。

Ａの入口から１３を入れると，「１３を３倍して２をたす」という計算をして，Ａの出口から出てきます。

よってＡの出口から出てくる数は，１３×３＋２＝４１ です。

Ａの出口から出てきた４１がすぐ，Ｂの入口から入ります。

Ｂの箱は，「３をたして２でわる」という計算をする箱でした。

Ｂの入口から４１を入れると，「４１に３をたして２でわる」という計算をして，Ｂの出口から出てきます。

よってＢの出口から出てくる数は，（４１＋３）÷２＝２２ になります。

応用問題A 3 (3)

Ｂの入口から数を入れると，Ｂの出口から数が出て，出た数がすぐＡの入口に入り，Ａの出口からは

２０が出てきたそうです。

Ａの箱は，「３倍して２をたす」という計算をする箱でした。

よって，Ａの入口から何か数を入れると，「３倍して２をたして，２０が出てきた」ことになります。

よってＡの入口から入れた数は，（２０－２）÷３＝６ です。

また，Ｂの箱は「３をたして２でわる」という計算をする箱でした。

Ｂの入口から何か数を入れると，「３をたして２でわって，６が出てきた」ことになります。

よってＢの入口から入れた数は，６×２－３＝９ になります。
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最難関問題集４上第２回 くわしい解説

応用問題A 4 (1)

１０は２でわり切れるので，１回目の操作をすると １０÷２＝５ になります。

５は２でわり切れないので，２回目の操作をすると ５＋１＝６ になります。

６は２でわり切れるので，３回目の操作をすると ６÷２＝３ になります。

３は２でわり切れないので，４回目の操作をすると ３＋１＝４ になります。

４は２でわり切れるので，５回目の操作をすると ４÷２＝２ になります。

２は２でわり切れるので，６回目の操作をすると ２÷２＝１ になります。

よって，１０は６回の操作で１になることがわかりました。

応用問題A 4 (2)

５回目の操作で１になる数は，２でわって１になる数ですから，

１×２＝２ です。

４回目の操作で２になる数は，２でわって２になる数ですから，

２×２＝４ です。

１をたして２になる数は，２－１＝１ですが，これは「はじめて１に

なりました」という条件に反します。

３回目の操作で４になる数は，２でわって４になる数なら，

４×２＝８です。

また，１をたして４になる数ならば，４－１＝３ です。

２回目の操作で８になる数は，２でわって８になる

数ですから，８×２＝１６です。

また，１をたして８になる数ならば，８－１＝７ です。

２回目の操作で３になる数は，２でわって３になる

数ですから，３×２＝６です。

１をたして３になる数は，３－１＝２ですが，これは

「２でわり切れるときは，２でわる。」という条件に反し

ます。
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１回目の操作で１６になる数は，２でわっ

て１６になる数なら，１６×２＝３２ です。

また，１をたして１６になる数ならば，１６－１

＝１５ です。

１回目の操作で７になる数は，２でわって

７になる数なら，７×２＝１４ です。

また，１をたして７になる数ならば，７－１＝

６ですが，これは「２でわり切れるときは，２で

でわる。」という条件に反します。

１回目の操作で６になる数は，２でわって

６になる数なら，６×２＝１２ です。

また，１をたして６になる数ならば，６－１＝

５ です。

よって，全部で５回の操作をして，はじめに１になる数は，５，１２，１４，１５，３２ になります。
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応用問題Ｂ 1

右の図のように記号が書いてあるとします。

たし算の答えである が最も小さくなるためには，まず，十の位であるオを

小さくする必要があります。

使える数は ０，４，５，６，７，８，９ なので，オを小さくするために，アに０，ウに４

を入れてみます。

すると，ア＋ウ＝０＋４＝４ ですから，オは４になりますが，ウがすでに４なので，このままではいけ

ません。

そこで，一の位のイ＋エでくり上がりがあったことにして，オは ０＋４＋１＝５ に

します。

ア＝０，ウ＝４，オ＝５ なので，残っている数字は ６，７，８，９ です。

イ，エ を，６，７，８，９のうちのどの２つにしても，イ＋エは確かにくり上がりがあるのでOKです。

しかし，イ＋エを ６＋７＝１３にするとカは３になり，３はすでに使ってあるのでダメです。

また，イ＋エを ６＋８＝１４にするとカは４になり，４もすでに使ってあるのでダメです。

イ＋エを ６＋９＝１５ や，７＋８＝１５ にしても，５はすでに使ってあるのでダメです。

イ＋エがくり上がりがあって１カとなるためには，７＋９＝１６か，８＋９＝１７しかありません。

たし算の答えを最も小さくするためには，イ＋エ＝７＋９＝１６にしなければならず，カは６になります。

よって，右のようなたし算になり，たし算の答えは３５６になります。

※７と９，０と４を入れ替えてもＯＫですが，答えは同じく３５６になります。
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応用問題Ｂ 2

「４つの４」（英語で，フォーフォーズ）という，有名なパズルです。

答えはたくさんあって，全部書くわけにはいきません。

以下に書いてあるのが自分の答えとちがっているときは，

すぐるホームページ http://www.suguru.jp の，算数電卓を起動させてチェックしてください。

(４＋４－４)÷４ ＝ １

(４＋４)÷(４＋４) ＝ １

４×４÷(４×４) ＝ １

４÷４＋４－４ ＝ １

４－(４＋４)÷４ ＝ ２

４×４÷(４＋４) ＝ ２

４÷４＋４÷４ ＝ ２

(４＋４＋４)÷４ ＝ ３

(４×４－４)÷４ ＝ ３

４＋(４－４)×４ ＝ ４

４＋(４－４)÷４ ＝ ４

４－４×(４－４) ＝ ４

(４×４＋４)÷４ ＝ ５

(４＋４)÷４＋４ ＝ ６

４＋４－４÷４ ＝ ７

４＋４＋４－４ ＝ ８

４＋４×４÷４ ＝ ８

(４＋４)×４÷４ ＝ ８

４×４－(４＋４) ＝ ８

４÷４＋４＋４ ＝ ９


